HB BABMHHEETE2024 (JSB2024) 7O TV b-FIH=ZZRE Y ll' l' I:

PIHZRZ2—EDEVSRHE L UMCHY —E XD EZEL.
OB EZZ I TRABLINT-ATLDEE=—XIC
Ry &)

From
the People of Japan

2025538 ~202652H

de=
=3

TIHZRAEZVIE. BR. BRAKE. BEHEE. FALBERE
B, BHROMEICEELLERICERLTVWEYT, FE - EER
SRTLIE. BEEITTERLS. EEREEE. EEMECHEOR
BICED, FICENBTARESLHHFLLTVWET, PIHZXH
Vid. HATRHIRETELNEL . 3208 ADSFRFDFED
NREKFADKETT . ZMHEIFHMF. BE. BEHBIRINTL
3. EBANDT7 IV ANKBISHDLTWVWET, IT5IC. K
REE - RIDTFTOLXEDOHE - MIHLVELINZLT. E
B —EXOREBEENISICHHEE LD, D VT —FFEEN
- ' | —BIAKLF L7 2021FE D2 )N\ V1EMER DR FRREC EIEE

) BIOEIRICE D, AEABDAV L. EXNLGEERCREZ A
OA— LM TERSMIRICIEX T 2FBE FFRCCIZTIALES>TVET,

o 313085 43 3055 ghlia 3 ol gyen o)l
Jlad g 4 Dlag e ol iyl ).
I ts

7O 1 MEE

AX7OD TV bTlE. HKOFUNBHEEEZRIT. FREERT—EXOD
FHEHARELTVWBOH—ILMNENILD MNT, eSS kdoty
a7 )Fa8 U747 « AR (SRH) —EXRZRMELEL
feo KOS TV MEL IPPF7 7 HZ XA (AFGAD EE L, RER
CEEREZEEES(UNICEF) L DEEDH EIIThN. BEBRHET 7.
Rl ERY—EX DEMENZET —EX(PSS)ZthOET5E BEDT7ISU— AJLZNY
DEWIIZy IEROY—EINREEINE LT, o ATOY Z(FHHZ U= w %) %@L TR
TV FTIRERRT 7ICMA. A a7+« TOXEREIBCAMER S #e3

OJZLbFRMEL. AVEH)7OFTT1T « ANLRICDWT, IE
LWBHRICEDWBCREZTA7HD)Y —XDIRHBEZEZIT
WX L7,

N7 7HZ R > DRE55 % i
THHAAH=ILMEINILT M
T. BmEDSRH * MCH (BF
) Y—EXZ21Za2=7+

Qi —EXRRtEDREDZR L
L. EOFVSRHY —E X %R
I3, RELEATDE
ENTMET OIS LZRET S

MEg L WRIETEIC C
tHbHbFIH, &8
SADVERICHELT
HmErAZIACEEZR
7=b. BEZZITEA
DEXEBEER- F(3.
IRTHERDONT-E X
%3¢ o

OA=IWMTITbhicdZ a2 T+ EFREY S a v OBF




143,082

52,550 ADMREEEREH —
EXz%FTF£L1:

143,082 MDSRH—E X
ZIRELE L

5,077{E DEHEFE (Z)
ZiHmLEL

2,545 A\ DT I ERI
TTEIRELELL:

503fF DR L HEZ
BER-—bFLELLE

4,339 ADGBVLLE
UIAS WASY )R
DTT7ERITELE

2 ANDEEREERIC.
SHRBXFADIEL
BEOHHEZIREL X
L7

1,099 A DY EIRICEER
TTrEREHELELE

28,812 AD LD EH
A - FEEHLAES
ZrELE:

FEEIIRICHFFAZEELTH, BICBBET
2 THHRABGFIEHD FBATLL,

SIBHESTVWOTHEEICHIITHS5 XD
T®IDTY

IPPE7 7/ =24 (AFGA) #—EXFIFE
NT1=%

FRED

OA—=ILMNENILT MNICH B21HFRDOFHHY ) Z v I D
Fliezmbt L. TEPFED. EBEZFIDICHRERT R
FREEEY —EXZRMH, ChiliE. Y—EXDETICL
WIS aZTs N \DER - ERT 7. BRE2BEET 7. &
HA - FEEHLAKESZ. SRHF—E XDIREHLE EFN 5,

UNICEFr tH R EB¥EstE (WFP) X DEE%EFH L. BEE
SMREARR (SAM) DFEHIBBAICREMIGE TEE
'fft, IHIC2ZADEBREBEICKRELAOREE LYY
) > JICEY B HME& % Eht.

1BADFHHZ 1) = U OBIEEC OB ENZEAT >+
T—. TOMOMIFOEREREEICH L. DIBHENAY
v DA - FESEHNAESE. EERERDBEIER
WA - 185, FEREICDOVWTOMEE £,

D7OR0T14 T < ANILR/ZA4Y. REFEICDOVWTD
B (EETDH. REOdI a7 BEEY 3>
% £,

FREEPHAREEGE. EXINOITEIE & OBR%ZME
{to

OA—JLMOFHHSZ U =y &
TEHEANEL. BFEZHE
CBEY E

OAH=ILMDFHHZ U = v &
TREZHZ ST 37 RE



	日本政府補正予算2024（JSB2024）プロジェクト-アフガニスタン
	アフガニスタンー質の高いSRHおよびMCHサービスの提供を通じ、危機の影響を受けた地域で周縁化された人びとの緊急ニーズに 応える
	2025年3月〜2026年2月
	背景
	アフガニスタンは、貧困、自然災害、経済崩壊、深刻な食糧不足など、複数の相互に関連した危機に直面しています。保健・医療システムは、資金だけでなく、医療従事者、医療物資や設備の不足により、特に農村部で大きく弱体化しています。アフガニスタンは、世界で最も乳児死亡率が高く、320万人の5歳未満の子どもが栄養失調の状態です。女性は就労、教育、移動が制限されているため、医療へのアクセスが大幅に減少しています。さらに、保健医療・援助分野での女性の教育・就労が禁止されたことで、医療サービスの提供自体がさらに困難となり、ジェンダー不平等が一層拡大しました。2021年のタリバン復権後の経済崩壊や国際援助の削減により、何百万もの人びとが、基本的な医療や食料を入手することさえできなくなっています。

	プロジェクト概要
	本プロジェクトでは、洪水の深刻な被害を受け、保健医療サービスの体制も不足しているロガール州とパルワン州で、命を救うためのセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス（SRH）サービスを提供しました。本プロジェクトは、IPPFアフガニスタン(AFGA)が主導し、保健省と国連児童基金(UNICEF)との連携のもとに行われ、安全な出産ケア、産前・産後サービス、心理社会的支援サービス(PSS)を始めとする質の高いクリニック形式のサービスが提供されました。また、本プロジェクトでは臨床ケアに加え、コミュニティでの啓発活動や人材育成プログラムも実施し、人びとがリプロダクティブ・ヘルスについて、正しい情報に基づいた自己決定をするためのリソースの提供と支援を行いました。
	1)アフガニスタンの脆弱な地域であるロガール州とパルワン州で、高品質のSRH・MCH（母子保健）サービスをコミュニティ単位のファミリー・ヘルスハウス(FHHクリニック）を通じて提供する
	2)サービス提供者の能力を向上し、質の高いSRHサービスを提供するため、充実した内容の包括的研修プログラムを実施する
	「厳しい環境で働くこともありますが、お母さんが無事に出産して赤ちゃんを抱く姿を見たり、治療を受けた人の笑顔を見たときは、すべてが報われたと感じます」
	IPPFアフガニスタン（AFGA） 助産師　サイマ



	目的

	主な成果
	52,550人が保健医療サービスを受けました
	52,550
	143,082件のSRHサービスを提供しました

	143,082
	5,077個の避妊具（薬）を配布しました

	5,077
	2,545人の妊婦に産前ケアを提供しました

	2,545
	509件の安全な出産をサポートしました

	509
	4,339人のGBV女性 サバイバーが初期支援のケアを受けました

	4,339
	22人の医療従事者に、急性栄養失調の特定と治療の研修を提供しました

	1,099
	1,099人の初産婦に産後ケアを提供しました

	28,812
	28,812人の女性が乳がん・子宮頸がん検診を 受けました

	「以前は夜に体調を崩しても、朝になるまで診てもらえる場所はありませんでした。 今は近くでいつでも医者に助けてもらえるので安心です」
	Nadima*, 16, survivor of sexual violence


	主な活動
	ロガール州とパルワン州にある21カ所のFHHクリニックの設備を強化し、女性や子ども、若者を中心に必要不可欠な保健医療サービスを提供。これには、サービスが届きにくいコミュニティへの産前・産後ケア、安全な出産ケア、乳がん・子宮頸がん検診、SRHサービスの提供が含まれる。
	UNICEFと世界食糧計画（WFP）との連携を活かし、重度急性栄養不良（SAM）の子ども988人に栄養補給と支援を提供。さらに22人の医療従事者に栄養失調の検査とカウンセリングに関する研修を実施。
	18人のFHHクリニックの助産師や心理社会的支援カウンセラー、その他の地域の医療従事者に対し、心理社会的カウンセリング、乳がん・子宮頸がん検診法、医薬品の適正な処方・投与、使用法についての研修を実施。
	リプロダクティブ・ヘルス／ライツ、家族計画についての理解を促進するため、12回のコミュニティ啓発セッションを実施。
	保健省や地方保健局など、国や州の行政機関との関係を強化。

	Key activities

